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２００４年５月１８日

社長　中西宏幸

Strong & Excellent
「強い三井化学グループ」の
実現をめざして



1

目 次

１．経営ビジョンと０７年の企業像

２．０４中計がスタート
(1) 海外事業展開

(2) 中国での事業展開

(3) 出光グループとの協調検討

(4) 新製品開発

(5) グローバルなサイエンス・ネットワークの構築

(6) 三井化学新情報システムが順調に立上がる



2

１．経営ビジョンと
０７年の企業像
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企業理念

地球環境との調和の中で、材料・物質の革新と創出を通して

高品質の製品とサービスを顧客に提供し、

もって広く社会に貢献する

目指すべき企業像

世界の市場で存在感のある強い三井化学グループ

◆人類福祉への増進　◆株主への貢献　◆顧客満足の増大

◆地域社会への貢献　◆従業員の幸福と自己実現

経営ビジョン経営ビジョン
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０１中計
三井化学グルー
プの更なる拡大
と成長

０１中計
三井化学グルー
プの更なる拡大
と成長

変革への挑戦変革への挑戦

量的拡大から質的拡大への転換
・事業の選択と集中
・機能性材料分野の拡大・成長
・石化・基礎化分野の収益力強化

９８中計

合併効果の
早期実現

９８中計

合併効果の
早期実現

０４中計

事業構造の変革
と収益力強化

０４中計

事業構造の変革
と収益力強化

世界の市場で存在感
のある強い三井化学
グループ

世界の市場で存在感
のある強い三井化学
グループ

変革を支える革新的な企業風土

成長の方向成長の方向



5構造変革を可能にする革新的な企業風土

情報・電子材料 ヘルスケア材料
機能性ポリマーズ

アロマチェーンプロピレンチェーン

◇ 拡大・成長

機能性材料分野

石化・基礎化分野
◇ 競争力の母体

◇ 収益力強化

事業ポートフォリオの変革事業ポートフォリオの変革
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２．０４中計がスタート

(1) 海外事業展開

(2) 中国での事業展開

(3) 出光グループとの協調検討

(4) 新製品開発

(5) グローバルなサイエンス・ネットワークの構築

(6) 三井化学新情報システムが順調に立上がる
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（１）海外事業展開
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海外売上高・海外生産営業利益（０１～０７年）海外売上高・海外生産営業利益（０１～０７年）
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－海外売上高－ －海外生産営業利益－

（１）海外事業展開

内、アジア拠点(*)：９５５億円
内、アジア拠点(*)：１１５億円

(*)：SMPC、MPHS、MELS、MBS、他
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ＰＰコンパウンド ＰＴＡ

フェノール、ＢＰＡ ＰＥＴ樹脂

ペットネシア レジンド

上海三井複合塑料2.4万t/ｙ

アモコ三井ＰＴＡ

ＰＰコンパウンド　
＋0.８万ｔ／ｙ→３.８万ｔ／ｙ
完工０４年７月
営業運転０４年８月

フェノール　＋５万ｔ／ｙ→２５万ｔ／ｙ
営業運転０２年１１月

ＢＰＡ　＋７万ｔ／ｙ→２１万ｔ／ｙ　
営業運転０３年１月

ＰＴＡ　＋５０万ｔ／ｙ→１４０万ｔ／ｙ　
完工０５年８月、営業運転０５年１０月

タイＰＥＴレジン

サイアム三井ＰＴＡ

グランド サイアム コンポジッツ

三井ビスフェノール シンガポール

三井フェノール シンガポール

ＰＥＴ樹脂　１０万ｔ／ｙ新設　
完工０３年１２月　営業運転０４年４月

アジア地区で次々に立ち上がるコア事業
－石化・基礎化分野－

アジア地区で次々に立ち上がるコア事業
－石化・基礎化分野－

ＰＴＡ　＋１０万ｔ／ｙ→９０万ｔ／ｙ　
完工・営業運転０４年２月

ＰＴＡ新会社（江蘇省、張家港）60万t/y、営08年

ＢＰＡ新会社（上海）12万t/y、営06年７月

PTA ４５万t/ｙ

PET 7.5万t/ｙ

ＰＰコンパウンド 新会社
（広東省、中山） 1.5万t/y、営05年春

（１）海外事業展開
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タイ三井スペシャルティー ケミカルズ

錦湖三井化学

久聯化学

天寰ポリウレタン：天津

コスモ ポリウレタン インドネシア

ＭＴＫケミカルズ

アルジュナ ウータマ キミア

機能性オレフィンポリマー

ウレタン

情報・電子材料

ヘルスケア材料

工業樹脂

タフマー　１０万ｔ／ｙ新設
営業運転０３年４月

不織布　１４，０００ｔ／ｙ新設　
営業運転０３年３月

天寰ポリウレタン：蘇州

三井エラストマーズ シンガポール

三井ハイジーン マテリアルズ

包装用接着剤　８，０００ｔ／ｙ新設
完工０３年７月 営業運転０３年１１月

コスモ サイエンテックス

龍山三井化学

三井エテリンド ケミカルズ

亞太三井化学

三井化学上海

アジア地区における機能性材料分野の事業展開アジア地区における機能性材料分野の事業展開

（１）海外事業展開
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ポリイミド ラミネート システムズ

ESCO

機能性オレフィンポリマー

情報・電子材料

イメージ ポリマーズ

アンダーソン ディベロップメント

トナーバインダー

三フッ化窒素、 ウレタンプレポリマー

イメージ ポリマーズ ヨーロッパ

接着性樹脂（アドマー）、熱可塑性エラ
ストマー（ミラストマー）

三井化学アメリカ

三井化学ヨーロッパ

三井化学アメリカ

機能性オレフィンポリマー

［接着性樹脂（アドマー）、PPコンパウ
ンド］

アドバンスト コンポジッツ

欧米における機能性材料分野の事業展開欧米における機能性材料分野の事業展開

（１）海外事業展開
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（２）中国での事業展開



14

ＰＰコンパウンド
（上海三井複合塑料）

ＢＰＡ新会社
（上海化学工業区）

ＰＴＡ新会社
（江蘇省、張家港）

ＢＰＡ

ＰＴＡ

ＰＰコンパウンド

マーケティング拠点

三井化学（上海）
有限公司

三井化学北京事務所

天寰ポリウレタン（天津）

天寰ポリウレタン（蘇州）

ウレタン原料 ミツイハイポリマー
（香港）

中国展開の背景：

◇需要が急成長（今後とも期待）

◇WTO加盟、投資環境の整備

三井化学グループの中国拠点
－南アジア（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾀｲ、ﾈｼｱ）から中国に至る環太平洋地区の拠点を構築－

三井化学グループの中国拠点
－南アジア（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾀｲ、ﾈｼｱ）から中国に至る環太平洋地区の拠点を構築－

(2) 中国での事業展開

組織対応：「中国計画室」を設置（０４．６．２９付）

⇒中国における新規事業計画を全社的視点から推進

ＰＰコンパウンド新会社
（広東省、中山市）
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０１中計（01～03）０１中計（01～03）

拡大 （能力、単位：万ｔ/ｙ）
・ＰＴＡ　ﾀｲ&ﾈｼｱ 80 ⇒133
・ＰＥＴ　ﾀｲ&ﾈｼｱ 5 ⇒ 17.5
・ＰＨ　　ｼﾝｶ゙　　　 0 ⇒ 25
・ＢＰＡ　ｼﾝｶﾞ　　　 7 ⇒ 21

原料系の強化
・大阪工場での
　キュメン完全自製化
　 10 ⇒ 28万ｔ/ｙ

（完工は04/08）

０４中計（04～07）０４中計（04～07）

拡大

（能力、単位：万ｔ/y)
・ＰＴＡ ﾀｲ 90 ⇒140 
・ＰＥＴ　
・ＰＨ 次期アジア拠点検討
・ＢＰＡ

日
本

原料系の強化
・石油精製系との協調により、
　競争力ある原料アロマを
　確保

収益力強化に向け、
最適な拠点で能力増強

アジア地域への拡大

収
益
力
強
化

ア

ジ

ア

(2) 中国での事業展開

中国ＢＰＡ新会社、中国ＰＴＡ新会社の０４中計での位置付け
－アロマチェーンの収益力強化－

中国ＢＰＡ新会社、中国ＰＴＡ新会社の０４中計での位置付け
－アロマチェーンの収益力強化－



16

2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1

7
1 4

2 1 2 1 2 1 2 1 2 1

1 2 1 2

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

０ １ ０２ ０３ ０４計 ０５計 ０６計 ０７計

日 本 シ ン ガ ポ ー ル 中 国 計 画

4 9 5 7 5 2 5 2 5 2 5 2 5 7

4 1

6 2 7 7
8 8 9 3

109
115

5 5
7 8 8 6 9 5 9 8

112 121
3 2

3 8
4 0

4 2 4 4

4 6
4 8

3

3
3

3
3

3
3

0

2 0

4 0

6 0

8 0

100

120

140

160

180

200

０１ ０３ ０５ ０７

（万トン）
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伸長率
：＋１
０％／
年

（当社推定）
地域別

用途別

日本 中国含むアジア

ＰＣ エポキシ その他

当社ＢＰＡ生産能力

（万トン）

◆ ＢＰＡの生産能力は４２万㌧/年で２位以下を大きく
離しアジア第１位

　　・２位グループの南亜､三菱に対する相対シェア２ .１

　　・アジアでの総生産能力の３２％◆ 中国を含めたアジア市場では年８％の伸長率を示す

◆ ポリカーボネート向け用途は年率９％の伸長率を示し、
大きな成長が期待できる

◆ 国内需要伸びは期待できない

９０

１１９

１２９
１４１

１４５
１６１

１７２

伸長
率８
％

２８

３５

４２ ４２ ４２

ＢＰＡ／高成長アジア（特に中国）での事業拡大を目指すＢＰＡ／高成長アジア（特に中国）での事業拡大を目指す

(2) 中国での事業展開

５４ ５４
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伸長率
：＋７
％／年

◆２００３年度でPTA用途のうち、繊維用途は約８０％

地域別 日本 中国 その他

繊維 ペットボトル フィルム他用途別

当社ＰＴＡ生産能力
（万トン）

◆２００３年以降における各拠点の拡充計画

　・０３年 岩国：＋６万ｔ　・０４年　ＡＭＩ：＋３万ｔ ,  ＳＭＰＣ増強：＋１０万ｔ　

　・０５年４Q    ＳＭＰＣ　３号機：＋５０万ｔ　・０８年 中国：＋６０万ｔ(申請中)

◆生産能力はアジア第２位、日本第１位

◆ＳＰＣからの撤退により、トータル生産能力は減少するものの、

出資割合生産能力は維持、増加する。

ＰＴＡ／技術力、コスト競争力で中国市場を中心とした
アジア成長需要の獲得を目指す

ＰＴＡ／技術力、コスト競争力で中国市場を中心とした
アジア成長需要の獲得を目指す

赤字は出資割合生産量を示す

ＰＴＡ需要（アジア）

16.6
18.7 20.3

21.6 23.2
24.5 25.9

(2) 中国での事業展開
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１９３（１３０）
２１０（１４０）

２２３（１４７）

２６０（１６５） ２６０（１６５）

60
（中国）

320 (225)
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原料原料

０１中計（01～03）０１中計（01～03）

プロピレンセンター化
・大阪工場にＯＣＵ設置
　エチレン：プロピレン比
　 ６：４ ⇒５：５

ＰＰのＳ＆Ｂ
・大阪工場に１系列で
　３０万トン設備（世界
最大級）を新設
（小規模３系列を廃棄）

０４中計（04～07）０４中計（04～07）

分解原料の多様化
・石油精製系との提携/協調に
よる分解原料の多様化（重質
原料の使用）

プロピレンセンター化
・市原工場もプロピレン能力増
強（ＯＣＵ設置）を検討

ＰＰの差別化
・自動車材のグローバル
　展開加速
　（世界４極体制の強化）

オレフィンオレフィン

誘導品誘導品 収
益
力
強
化

(2) 中国での事業展開

中国 ＰＰコンパウンド新会社の０４中計での位置付け
－プロピレンチェーンの収益力強化－

中国 ＰＰコンパウンド新会社の０４中計での位置付け
－プロピレンチェーンの収益力強化－



19

200 200 200 200 200

105 123 140 145 145
12

12 12 12 1230
33

44 53 63
24

24
34 39 39

0

100

200

300

400

500

03 04 05 06 07

日本 米国 メキシコ 欧州 タイ 中国

計381

計489

4 5 0 4 4 6 4 4 1 4 3 7 4 3 7

6 7 7 6 9 5 7 1 3 7 3 1 7 5 0

7 9 0 8 2 3 8 4 5 8 6 3 8 7 0

2 7 3 5 4 1 5 1 5 99 3 1 1 8 1 3 3 1 4 8 1 6 3

0

500

1000

1500

2000

2500

03 04 05 06 07

日本 北米 欧州 タイ 中国

（千トン）
当社ＰＰコンパウンド生産能力

◆ 当社は、北米、アジアの生産能力を拡大している。
当社の販売シェアは、世界第２位（１位はバセル）

　　

◆ 中国は上海に加え、広東省中山市において０５年に
新工場稼動予定。

（年）

（千トン）

（年）

自動車向けＰＰ需要（世界）

◆ＰＰコンパウンドの用途は自動車向けがメイン
主に、バンパー、ダッシュボード、ドアトリムなど

◆アジアの需要（中国及びタイ）は、年率１７％で拡大

◆ 北米市場も、年率３％で拡大

ポリプロピレン自動車材／日系自動車メーカーの４極展開に
対応。特に急成長が見込まれる中国市場の
需要増に対応した供給体制を整備

ポリプロピレン自動車材／日系自動車メーカーの４極展開に
対応。特に急成長が見込まれる中国市場の
需要増に対応した供給体制を整備

(2) 中国での事業展開

計 2037
計 2278 当社シェア

18.7 ％

当社シェア

21.5 ％
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（３）出光グループとの協調検討
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(1) 提携先との包括的合意形成（04年2月3日）

(2) ポリオレフィン（PO）事業の統合

・PP事業のプレゼンス強化

・PE事業の構造改革加速

(3) 誘導品需要に応じたオレフィン構造改革

(4) プロピレン・アロマの供給力の強化

(5) 原料多様化・設備活用によるコストダウン

（３）出光グループとの協調検討

国内石油精製・石化メーカーとの

アライアンスによる構造改革の加速

全社基本戦略：

事業構造の改革と収益力強化

（⇒石化分野の収益力強化）

課題

方策

出光ｸﾞﾙｰﾌﾟ
との
アライアンス
実施

ＰＯ事業アライアンス／０４中計での位置付けＰＯ事業アライアンス／０４中計での位置付け
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事業統合方針

１．目的：

三井化学と出光ｸﾞﾙｰﾌﾟの包括的提携の一部として、

両社のＰＯ事業を統合し、規模の拡大と生販研にわ

たるシナジー効果の発揮により、事業価値の最大化

を図る

２．統合範囲：

地域／全世界、製品／ＰＰ（含ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄ）゙、ＰＥ

３．統合会社機能：

ＰＯに関わる生販研一体の事業運営会社

（３）出光グループとの協調検討

ＰＯ事業統合計画の概要（その１）ＰＯ事業統合計画の概要（その１）
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新会社概要

１．会社名：未定

２．所在地：港区汐留シティセンター

３．営業開始予定日：０５年４月１日（予定）

４．資本金：２００億円

５．出資比率：三井６５：出光３５

６．取締役／監査役：６名／３名

７．会社設立方法：会社分割制度を利用

（３）出光グループとの協調検討

統合シナジー効果

生産・物流・購買の合理化、技術シナジーなどにより、

０８年度までに国内で年間総額６０億円以上を期待

ＰＯ事業統合計画の概要（その２）ＰＯ事業統合計画の概要（その２）
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（４）新製品の開発
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マテリアルサイエンス研究所

生産技術研究所

（
基
礎
化
学
品
研
）

機
能
樹
脂
研

機
能
材
料
研

機
能
化
学
品
研

事
業
グ
ル
ー
プ
研
究

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
研
究

石
化
研

触媒科学研究所

三井化学のＲ＆Ｄ体制

機能性材料分野の新製品開発を支える触媒科学機能性材料分野の新製品開発を支える触媒科学

機能性材料分野の新製品

（４）新製品の開発



26

　　機能性材料分野売上高に占める割合

　　・０７年度売上高の１４％　・０３年度からの増分売上高の４０％

37%

34%

15%

14%

機能性ポリマーズ

情報・電子材料

ヘルスケア材料

その他

０７年度

９００億円

(4) 新製品の開発

新製品の拡大計画新製品の拡大計画
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：世 界 トップ３製 品

機能性
ポリマーズ

エラストマー

特 殊
ポリオレフィン

ウレタン
樹 脂

機 能 性
ポ リ マ ー 他

α - ｵ ﾚ ﾌ ｨ ﾝ ･ ｺ ﾎ ﾟ ﾘ ﾏ ｰ
（ﾀ ﾌ ﾏ ｰ ）

ＥＰＤＭ（三井ＥＰＴ）

ＴＰＥ（ミラストマー）

接 着 性 ﾎ ﾟ ﾘ ｵ ﾚ ﾌ ｨ ﾝ
（ｱ ﾄ ﾞ ﾏ ｰ ）

ﾒ ﾁ ﾙ ﾍ ﾟ ﾝ ﾃ ﾝ ｺ ﾎ ﾟ ﾘ ﾏ ｰ
（ＴＰＸ）

環 状 ｵ ﾚ ﾌ ｨ ﾝ ･ ｺ ﾎ ﾟ ﾘ ﾏ ｰ
( ｱ ﾍ ﾟ ﾙ ）

超 高 分 子 量 ＰＥ
（ミリオ ン ）

ＰＯ系 ｵ ﾘ ｺ ﾞ ﾏ ｰ
（Ｗ ＡＸ他 ）

包 装 用 接 着 剤

水 系 ウ レ タ ン

防 水 材 注 型

硬 化 剤

半 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド （ア ー レ ン ）

熱 可 塑 性 ポ リ イ ミ ド （オ ー ラ ム ）

ＰＥＥＫ

ポ リ 乳 酸 （ＬＡＣＥＡ）

機能性
オレフィン
ポリマー

ポ リ ブ テ ン - 1
（ビ ュ ー ロ ン ）

特 殊 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 （ミレックス）

ｽ ﾍ ﾟ ｼ ｬ ﾙ ﾃ ｨ ｰ
ﾚ ｼ ﾞ ﾝ

液 晶 ｼ ｰ ﾙ 剤
（ＬＣｽﾄﾗｸ ﾄﾎ ﾞ ﾝ ﾄ ﾞ）

紙 力 増 強 剤 （ＰＡＭ ）

ｺ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 用 ﾎ ﾟ ﾘ ｳ ﾚ ﾀ ﾝ 樹 脂
（ｵ ﾚ ｽ ﾀ ｰ ）

紙 ・繊 維 加 工 用 樹 脂
（ﾎ ﾞ ﾝ ﾛ ﾝ ）

テーラーメイド
ポ リ マ ー
シ ス テ ム

ユ ニ ー ク
ポ リ マ ー

製 品 名

機能性ポリマーズ事業の重点領域拡大

領域拡大のＫＳＦ⇒新規ポリマー開発・新規用途開発の加速

(4) 新製品の開発
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赤字：当社代表製品

：世界トップ３製品

ペリクル

イクロス

ＮＦ３

シラン

CCDパッケージ

トナーバ
インダー

プロトン交換膜

セパレーター

改質触媒

電解液

燃料加湿膜

封止材

色素

カラーフォーマー

シルバーリフレクター

ホワイトリフレクタ

フレキ基材

光混載回
路基材

ＳＣＬ

耐熱透明PI

高周波基材

フレキ基材熱可塑性PI

半導体レ
ーザー

高耐熱EX樹脂

情報電子材料

ﾌﾟﾛｾｽ
材料

ＳＩＦ４

直接／実
装材料
電子
回路

ＬＣＤ

ＰＤＰ有機
ＥＬ

ＴＰＸ ＡＰＥＬ

色素
有機ＥＬ

色素

オフセッ
ト印刷他

トナーワ
ックス

電子
写真 光　
回路

透明導
電膜

ＣＴＰ版

ＳＷＰ ＲＳ

燃料電池他

PDP光学
フィルター 液晶シール剤

次世代クラスターの拡大

Ｈ　Ｉ

感光性ＰＩ

エネルギー関連材料

情報記録材料

光回路材料

ディスプレイ材料

電子回路材料

半導体材料

既存クラスターの拡大

情報・電子材料事業の重点領域拡大

(4) 新製品の開発

新製品の例をP30~P33
で紹介
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赤字：当社代表製品

：世界トップ３製品

メガネレンズ材料

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ

ﾈﾋﾞｼﾞﾝ

ｱｸﾞﾛｹﾐｶﾙｽﾞ

ﾊﾟｰｿﾅﾙｹｱ材料 衛生材料

ヘアケア材料

レンズ加工用ﾌｨﾙﾑ

歯冠用コンポジット

衛生用不織布

歯科用接着剤

通気フィルム

ＡＰＥＬ

医療用不織布育毛剤原体

漂白活性化剤

抗菌剤原料
ﾎｰﾑｹｱ材料

医薬中間体

アミノ酸系界
面活性剤

トレボン

スタークル

ｱﾆﾊﾞｰｽ

ヘルスケア
材料

クロッププロ
テクション

衛生材料

アミノ酸誘導体

ヌクレオシド群

歯科
材料

化粧
品

人用洗浄剤

洗剤・家庭用
化学製品

タウリン

ﾋﾞｼﾞｮﾝｹｱ材料

眼科用品関連

医薬中間体

ヘルスケア材料事業の重点領域拡大

次世代クラスターの拡大 既存クラスターの拡大

(4) 新製品の開発
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次世代PDP用光学フィルター（①／②）　

1cm

【従来のガラスタイプ】【フィルムタイプ】

ﾊﾟﾈﾙへ直接貼合

ＰＤＰ

ﾌｨﾙﾀｰ（ﾌｨﾙﾑﾀｲﾌ゚）

よりクリアな画像

ガラス基板タイプ（フィルトップ®）に加えて、新たにフィルム
タイプ（フィルファイン：登録商標申請中）をラインアップ

より軽く（１／１２）、より薄く（１／１０）、より鮮明に

お客様ニーズの先取りで、更なる事業の拡大・成長を目指す

ＰＤＰ

ﾌｨﾙﾀｰ（ｶﾗ゙ｽﾀｲﾌ゚）

(4) 新製品の開発 ディスプレイ材料分野の新製品（その１）

【フィルムタイプ】 【従来のガラスタイプ】
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2 7
6 3

1 1 2
1 3 5 1 5 5 1 7 0

2 5

7 2

1 2 6

0

5 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

2 0 0 2 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5 2 0 0 6 2 0 0 7

ガ ラ ス タ イ プ フ ィ ル ム タ イ プ

（万枚） 当社ＰＤＰ販売計画

（年）

7 0 1 5 0
2 8 0

4 0 0

6 5 0
7 9 0

0
1 0 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
6 0 0
7 0 0
8 0 0
9 0 0
1 0 0 0

2 0 0 2 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5 2 0 0 6 2 0 0 7

（万台）

（年）

ＰＤＰの需要（世界）

次世代PDP用光学フィルター （②／②）

◆ＰＤＰの世界需要は、今後も年率４０％以上の急拡大
◆日本・欧州に続き、北米、アジアで需要拡大

◆当社は、欧州（ドイツ）に生産拠点を展開（０４年）
　北米、中国も計画中

◆リードカスタマーとのデザインインおよび独自のロード
マップに基づく商品開発で、事業の拡大を継続

(4) 新製品の開発 ディスプレイ材料分野の新製品（その１）

次世代

（フィルムタイプ）

総売上
目標

270 億円



32各種光学シート

液晶画面 ランプ

ＬＣＤ用高反射シート　ホワイトレフスター®（①／②）

液 晶 テ レ ビ

(4) 新製品の開発 ディスプレイ材料分野の新製品（その２）

用途に応じた品揃えで、液晶向け反射材料分野の拡大・成長を目指す

用途

携帯電話他

高機能

標準機能
ﾉｰﾄ
ﾊﾟｿｺﾝ

テレビ

ﾗﾝﾌﾟﾘﾌﾚｸﾀｰ反射シート

新製品

既存・主力
製品

次世代製品

スーパー

シルバーリフレクター

シルバーリフレクター

エンハンスター

ホワイトレフスター

ｼﾙﾊﾞｰLED 増反射膜

＜液晶パネルの構成（テレビ以外）＞＜液晶パネルの構成（テレビ以外）＞

ﾗﾝﾌﾟﾘﾌﾚｸﾀｰ

ﾗﾝﾌﾟ 反射シート

偏光板
カラーフィルター

液晶

導光板反
射
シ
ー
ト

＜液晶パネルの構成（液晶テレビ）＞＜液晶パネルの構成（液晶テレビ）＞
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4 .9
3 . 8

2 . 1

1 . 0
0 . 4

0
1
2
3
4
5
6

2 0 0 2 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5 2 0 0 6 2 0 0 7

（百万㎡）

当社ホワイトレフスター販売計画

（年）

1 7 8 0
8 8 0

3 5 01 4 0
2 7 3 0

4 2 9 0

0

1 0 0 0
2 0 0 0

3 0 0 0
4 0 0 0

2 0 0 2 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5 2 0 0 6 2 0 0 7

（万台）
液晶テレビ市場予測（世界）

（年）

ＬＣＤ用高反射シート　ホワイトレフスター ®（②／②）

(4) 新製品の開発 ディスプレイ材料分野の新製品（その２）

売上目標
14 億円

反射ｼｰﾄ
15.3 百万㎡

（テレビ１台当たり反射シートを0.36ｍ２使用）

液晶テレビをより明るく！液晶テレビをより明るく！

液晶テレビで採用始まる！　
（国内２社，海外２社 ）

★画面輝度を向上
　

　・業界トップクラスの高反射率
９８％を達成　　　　　

★画面輝度を向上
　

　・業界トップクラスの高反射率
９８％を達成　　　　　

★８万時間以上の長寿命を達成
・ポリプロピレン樹脂ベース
なので黄変しない　　　

　　（ＰＥＴ系材料は黄変しやすい）

★８万時間以上の長寿命を達成
・ポリプロピレン樹脂ベース
なので黄変しない　　　

　　（ＰＥＴ系材料は黄変しやすい）

★用途(市場＝約80億円@07年)
　・液晶テレビ　　　　　　　　
　・パソコン用モニター 　

ホワイトレフスター
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（５）グローバルな

サイエンス・ネットワークの構築
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N

（５）グローバルなサイエンス・ネットワークの構築

三井化学
触媒科学国際
シンポジウム

ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学（ﾌﾗﾝｽ）
　Ｌｅｈｎ教授、Decher教授
ｱｰﾍﾝ工科大学（ドイツ）
　Okuda教授

大学（日本）
　ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
　　　　　　（１３名）

ｶｰﾈｷﾞｰﾒﾛﾝ大学（ｱﾒﾘｶ）
　Ｍａｔｙｊａｓｚｅｗｓｋｉ教授

海外留学先：
　ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王立工科大
　　◆半導体光学結晶
　パトラス大（ｷﾘ゙ｼｬ）
　　◆高分子計算科学

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ大学
　Chung教授

国内留学先：
　名古屋大学（野依教授）
　　◆分子触媒
　東京大学（相田教授）
　　◆ナノ材料
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Mitsui Chemicals Symposium on Advanced Materials at ISIS-ULP 

三井化学シンポジウム at ＩＳＩＳ-ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学三井化学シンポジウム at ＩＳＩＳ-ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学

ー新しい機能を発現させる先端材料ー

レーン教授（ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学）
藤田　誠教授（東京大学）
ﾐｭｰﾙﾊｳﾌﾟﾄ教授（ﾌﾗｲﾌﾞﾙｸﾞ大学）
デッヒャー教授（ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学）
Okuda教授（ｱｰﾍﾝ工科大学）

開催：２００４年１１月２２日
場所：ﾙｲﾊﾟｽﾂｰﾙ大学ISIS（フランス）

招待講演：

欧州の先端材料分野における
研究機関との協調とビジネス機会創出

ＩＳＩＳ：超分子工学研究所

目的：

（５）グローバルなサイエンス・ネットワークの構築
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三井化学
第２回

三井化学
第２回 触媒科学国際シンポジウム触媒科学国際シンポジウム

The ２nd Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis Science (MICS2005)

シャープレス教授
(Prof. K. Barry Sharpless)

米 スクリプス研究所
２００１年ノーベル化学賞受賞

基調講演：

開催：２００５年３月２２～２３日
場所：かずさアカデミアパーク（木更津）

招待講演：
・シュロック教授（ＭＩＴ）
・ヤコブセン教授（ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学）
・シェルドン教授（ﾃﾞﾙﾌﾄ大学：ｵﾗﾝﾀ゙）
・グルーバー氏（ｶｰｷﾞﾙﾀﾞｳ社CTO）
・藤嶋　昭教授 （神奈川科学技術ｱｶﾃﾞﾐｰ）
・香月　勗教授 （九州大学）
・三井化学触媒科学賞受賞者

ー機能性材料の創出を目指したグリーン触媒最前線ー

（５）グローバルなサイエンス・ネットワークの構築
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（６）三井化学新情報システムが

順調に立上がる
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（６）三井化学新情報システムが順調に立上がる

２．稼動状況・評価

０４年１月稼動開始 ０４年４月稼動開始

予算系 実績系

◇大きなトラブルもなく、順調に稼動中

◇今後、業務革新の武器として活用していく

１．新情報システムの構成

◇「基幹システム（ＳＡＰＲ/３）」を中心に

「ＳＣＭシステム」と「工場生産管理システム」

を有機的に結合

◇予算系（年度、期、月次）と実績系（ＳＣＭ業務、業

績管理業務、人事管理業務）をカバー
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お問合わせ先 ： 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室
住 所 ： 東京都港区東新橋１－５－２ 汐留シティセンター
電 話 ： ０３－６２５３－２１００
Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２５３－４２４５
ホームページ ： http://www.mitsui-chem.co.jp

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リス
クや不確実性を含んでおります。
従いまして、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性が
あります。


